
41 

 

2-6. ISL プログラム 受入 

受入・プログラム期間、参加学生人数・所属、学習テーマ等は表 に示した通りである。 

 

表13     2023年度 学生受入の概要 

渡航先 レスター大学 → 千葉大学 5名 シンビオシス国際大学 → 千葉大学 10名 
渡航期間 2024年2月28日（水）～3月10日（日） 2024年2月29日（木）～3月9日（土） 

プログラム期間 2024年3月1日（金）～3月8日（金）8日間 
学生の所属・

構成(人) 
男性2, 女性3 
医学専攻 3、助産専攻  2 

男性3, 女性7 
デザイン専攻 3、商学専攻 3、看護学専攻 4 

現地での学習
テーマ及び訪

問先等 

1．ホームレス支援（ホームレス支援NPO、訪問看護ステーション、無料診療所、公的施設等） 
3．災害準備（防災アプリでの市街探索、災害拠点病院、DPAT、重度心身障害者施設等） 
2．ソーシャルキャピタル創出（地域再生NPO、子ども支援NPO、高齢者による高齢者のための居場所等） 

備考 短期留学プログラム受講生として修了証発行 特別聴講学生として単位認定(2単位)・成績証明書・
修了証発行 

 

2-6-1. 参加学生 

昨年度のトライアル版では SIU からは看護学部生のみを対象としたが 2023 年度は当初

の目的通り SIU の全学から参加学生を募った。その結果、文系も含む 3 つのコース等から

計 10 名の学生が参加した。また UL は 2023 年度がトライアルとなるため、IPE 関連学部

である医学部ならびに助産学専攻の学生 5 名の参加となった。 

  

2-6-2. 学習期間 

 プログラム期間はいずれも 2024 年 3 月 1 日から 8 日の 8 日間であった。 

 

2－6－3 学習内容 

千葉大学(日本)における学習テーマと活動 

2022 年度のトライアル版を基盤として、さらなる学習テーマの明確化および学習の深化

を目指し、そして移動等の学習活動の効率化等を勘案し、2023 年度はホームレス支援、災

害準備、ソーシャルキャピタル創出の 3 つの学習テーマおよびフィールドとした。各フィ

ールドのスケジュール及び内容は図の通りである。 

 

「ホームレス支援」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

ホームレス支援のフィールドにおける訪問施設やスケジュールは表の通りである。台東

区にあるホームレス支援の NPO を拠点として、近隣にあり、路上生活者や生活困窮者への

支援を行っている訪問看護ステーション、そして東京都より委託されて就労及び福祉サー

ビスを提供しているセンターを訪問し、説明を聞くとともに活動に参加した。ホームレスに

関連して、山谷と呼ばれる地域の歴史的背景や経緯について解説を受け、食糧を配布するア

ウトリーチ参加、訪問看護ステーションが提供するデイサービスや無償でのシャワー提供、

生活困窮者に特化したホスピスへの訪問看護、ドヤと呼ばれる簡易宿舎の見学、無料診療ク
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リニック等の見学を行った。さらにこれらの多機関の連携についても考察した。現地演習最

終日には、学習成果として山谷におけるホームレス支援について自国との差異、特にインド

でのスラム街、イギリスの薬物依存に依るホームレス等の、原因や対策等の差異について考

察し、サービスの移転可能性について発表した。 

     

表 14 日本における「ホームレス支援」フィールドのスケジュールおよび訪問施設等 

  

 

「災害準備」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

 災害準備についてもより多角的かつ包括的に学習できることを目指し、フィールドをス

ケジューリングした。表に示した通りである。昨年度同様に、住民の立場としてみまもりあ

いアプリを使っての街歩きに加え、手段としてのネットワーク形成法であるみまもりあい

アプリ自体について解説を加えた。さらに、医療機関の役割・機能として、災害拠点病院と

しての大学病院の設備・昨日や DPAT 災害派遣精神医療チームの活動等についても説明を
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受けた。さらには心身障害を有する人々のケア付き入居施設において停電時の対策等につ

き見学を行い、千葉市の緊急時の対応計画等についても解説を受けた。これらの立場や施策

の包括的な連携についても考察した。最終日の学習成果発表会においては自国との差異や、

自国に導入したい停電時対策などが言及された。 

 

表 15 日本における「災害準備」フィールドのスケジュールおよび訪問施設等 

 

「ソーシャルキャピタル創出」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

昨年度のトライアル版においてもソーシャルキャピタル創出はテーマとして扱った。

2023 年度は対象の年代の幅を広げ、子どもを対象とする組織や全年代を対象とする活動に

も訪問・参加した。また昨年度同様に、住民自身による居場所作りの場にも訪問し、活動に

参加した。スケジュールや訪問先等は表の通りである。 

最終日の学習成果発表会では、少子高齢化という日本の状況を踏まえた考察や、自国との

差異、移転可能性について言及された。 
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表 16 日本における「ソーシャルキャピタル創出」フィールドのスケジュールおよび訪問施設

等 

 

 

 

 


